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ネットワーク カメラ シス

テムのイメージ

イントラネットやインター

ネットなどのネットワークを

介してリアルタイムの動画像

を配信するカメラシステムの

イメージを示す｡パソコンで

所望の番地のカメラ映像を監

視する｡カメラの切換のほか,

パンやチルト ズームなどの

カメラ制御や映像のデータ量

の変更ができる｡

イントラネットやインターネットなどのネットワークを介してリアルタイムの動画像を配信するカメラシステムを開発した｡

カメラ1)にはTCPパP(Tra=SmjssionControIProtocol/lnternetProtocol)を実装して,ネットワークに直接接続できるようにし,

パソコン側では代表的なアプリケーションソフトウェアのほか.独自のAP】(ApplicationProgramminかnte巾氾e)を開発し,顧客

ごとにカスタマイズされたアプリケーションソフトウエアを開発する環境を整えた｡

代表的なアプリケーションソフトウエアでは,パソコンで所望の番地のカメラ映像を監視することができる｡パソコンから

さまざまな制御も可能であり,カメラの切換のほか,パン,チルト ズームなどのカメラ制御や映像のデータ量の変更などを

行うことができる｡

はじめに

近年わが国では,世情不安を背景に,スーパーマーケ

ットなどでの監視システムヘの関心が増大してきている｡

また,米国では好調な景気に支えられた大型ホテルの建

設が相次ぎ,ホテル内のカジノでは,見せる監視からソ

フト監視への移行を目的としたドームカメラの導入が増

え,市場では年10～20%の増加となっている｡口立製作

所は,これらドームメーカーにズームカメラをOEM(相

手先ブランドによる製造)で供給しており,この市場の

60%のシェアを確保している｡

現在,これら米田のドームメーカーは,次のターゲット

として,ディジタル遠隔監視や屋外監視分野に関心を寄

せている｡特に,ディジタル遠隔監視については,既成

のイントラネット･インターネット綱を利用することに

よって比較的低コストで便利な監祝システムが構築でき

ることから,大きな期待がかけられている｡

口立製作所は,このようなマーケットのこ-ズにこた

えて,ヒ図に示すネットワークカメラシステムを想定し,

TCP/IP(Transmission ControIProtoc()1/Internet

Prot()COl)対応のカメラと,パソコン アプリケーション

ソフトウェアおよびAPI(Application Programming

Interface)を開発した｡)開発したアプリケーションソフ

トウェアによF),カメラの選択や制御,データ量の変更

などを行うことができる｡

ここでは,口_‾､エ製作所が開発した,ネットワークを介
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してリアルタイムに動画像を配信するカメラシステムと

アプリケーションソフトウェアについて述べる2■∴弓'｡

ネットワークカメラシステム

開発したネットワーク カメラ システムは,LANや公

衆電話回線などの各種データネットワークに直接接続し

てリアルタイム画像を配信するもので,特に専用のイン

フラストラクチャーを必要とせず,低価格で容易に保安

監視(Security)や業務管理(Management)に利用するこ

とができる｡

配信された画像は,ハードウェアの追加なしに一般の

パソコンで表示,保存することができ,オフィスのデス

クトノブパソコンから遠隔地の画像を簡単に監視するこ

とができる｡さらに,撫線LANカードを利用した動画無

線伝送や,公衆電話回線からの画像配信など,無線利川

の便利なソリューションにも対応させた｡

開発したネットワーク カメラ システムの主な特徴に

ついて以下に述べる｡

(1)TCP/IPによるLAN対応

ネットワーク カメラ システムでは,各カメラを

TCP/IP通信プロトコルによって一元的に管押する｡)

ネットワーク上に配置された各カメラは,監視や管理

など異なった目的に利用されるものであっても,それぞ

れが固有のネットワークアドレスを持っており,必要に

応じて適切なカメラにアクセスすることにより,目的と

する画像を入手することができる(前ページのl宴1参照)｡

(2)遠隔操作機能

ネットワークカメラでは,ホストからの命令により,

伝送の開始･停止,伝送ビットレートなどの伝送条件の

設定変更や,ズームなどのカメラ制御を行うことが可能

である｡詳しくは後述するが,特に伝送ビットレートの

制御はネットワークの持つバンド幅に応じて細かく設定

できるようにしており,インターネットからLANまで,

さまざまなネットワーク環境での動作を可能にした｡

(3)無線動画伝送

無線LANカードを用いることにより,アナログ機器で

は難しかった無免許での動画像配信を可能にした｡電波

強度の制限によって到達距離が数百メートルに限られる

ことや,遮へい物がある場合などの安定受信には限界が

あるが,機動性が優先されるアプリケーションでは有効

なソリューションとなる亡〕

(4)公衆回線利用配信

モデムカードやPHS(PersonalHandyphone System)
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カードなどの利用により,公衆回線利用の画像伝送を可

能にした｡つ 現状では,公衆回線の伝送バンド幅の関係か

ら.間欠的な画像伝送しかできないが,世界rl‾‾lいたると

ころからのデータの送受信が可能である｡

ネットワークカメラの構成

3.1全体の構成

ネットワークカメラのブロック岡を図1に示す｡この各

橋成要素のうち,特に画像のネットワーク配信にかかわ

る部分については,後段で詳しく述べる｡

ネットワークカメラから,映像を受信再生するクライ

アントパソコンにいたるまでのソフトウェアの階層を図2

に示す｡クライアントパソコンに受信された映像情報は,

ユーザーの利用目的に応じて作られたソフトウェアによ

って表示や保存が行われる｡このアプリケーションソフ

トウェアの作成を,顧客自身または中間デベロッパーが

容易に行うことができるように,DLL(Dynamic

Linking Library)の形でのミドルウェアを開発し,専用

APIを提供できるようにした｡

画像プロセッサ

MPEG符復号化

SH-3マイクロプロセッサ

PCMCIAインタフェース

PCMCIA

ネットワーク

カード

"RS232C”

外部カメラ制御

､PCMCIA

スロット

)主:略語説明

MPEG(MovingPictureExpenGroup)

PCMC】A(PersonalComputerMemoryCardln帖rnationalAssociation)

図1 ネットワークカメラの構成

ネットワークカメラは,リアルタイムMPEG/JPEG(+oint

PhotographicExpertGroup)エンコーダと,通信制御や夕帽βカメ

ラ制御などを行うSHプロセッサから成る｡本体に設けたPCMCIA

スロットにLANカードやモデムカードを挿入して,さまざまなデ

ータネットワークと直結できる｡
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lP(lnternetProtocol)

図2 ソフトウェアの階層構造

ネットワークカメラからの画像データは,パソコンOSの

TCP/lPモジュールで受信され,アプリケーションソフトウエアを

介して表示,保存される｡ユーザー自身でもアプリケーションソ

フトウェアの開発ができるように,DLL形式のミドルウエアを開

発し,専用APlを準備した｡

3.2 MPEGハンドラ

ネットワークカメラでは,公衆回線から専用IJANまで

広範なネットワーク上での画像配信が可能となるよう

に,30kビット/sから2Mビット/sまでの伝送レート範

開を想定している｡

一方,MPEG規格では,滑らかな動画再生のために毎

秒30枚の再生を標準としているが,そのような標準条件

でのJl三桁では,300～400kビット/s以下の低い伝送レー

トへの対応が困難になる｡そのため,伝送レートに応じ

て画像フレーム内の圧縮率と再生フレーム数の両方を可

変制御することにより,画質と内生ピクチャ数が常にバ

ランスした再生画像が得られるようにした｡

MPEGハンドラでは,この伝送レートに応じた画像フ

レーム内のJ_-1三縮率と,単位時間当たりの再生ピクチャ数

の可変制御を行う｡,

伝送レートと1秒当たりの再生フレーム放の関係を図3

にホす｡

(1)伝送レート384kビット/s以上の場合

MPEG規格の標準圧縮方式にのっとり,ⅠとPおよびB

ピクチャヱ〉のすべてを使って1秒IH‖こ30枚のエンコードを

行う｡
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図3 ビットレートとフレームレートの関係

画質と表示枚数のバランスをとって伝送させるように,伝送レ

ートに応じて表示枚数(フレームレート)を段階的に変化させる｡
有効フレーム問にはスキップピクチャ符号を挿入して,MPEG

フォーマットを維持する｡

(2)伝送レート384kビット/s以‾Fの場合

この領域では,Bピクチャをスキップする｡ストリー

ムは｢IPPPPIPP…+となり,1秒間の再生ピクチャ数は10

枚となる｡しかし,削こピクチャを間引いただけでは

MPEGlの規格を逸脱し,標準デコーダでの内生が不可

能となるため,スキッナしたl叶像の位置にスキップピク

チャ符号を挿入する｡

スキップピクチャ符号とは,｢この画像は,直前にデ

コードされたⅠまたはPピクチャとまったくⅠ司じである.｡+

という情報だけのピクチャ符号のことで,MPEG規格に

規定されたものである｡

(3)伝送レート192kビット/s以下の場合

この領域では単位時間当たりのピクチャ数をさらに減

らして,各由像間にスキップピクチャ符号5枚分を挿入

する｡1秒間の再生ピクチャ数は5枚となる｡

(4)伝送レート128kビット/s以下の場合

この領域ではⅠピクチャだけを送信し,回線状況に応じ

て必要なだけスキップピクチャ符号を挿入する(〕

3.3 TCP/lPプロトコルスタック

このシステムでは,システムMPU(Microprocessing

Unit)に日立製作所のSH-3(54MHz)プロセッサを用いて

おり,ここにTCP/IPプロトコルスタックを実装した｡

一般に言われるTCP/IPプロトコルは複数の階ノ貞モ

ジュールの総称であり,その中には画像転送に直接必要

でないものもあることから,現段階ですべてのモジュー

ルを実装しているわけではない｡しかし,徐々に実装モ

ジュールを増やしていくことにより,機能アップを凶る
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表1実装済みと実装予定のTCP/lPモジュール

TCP/lPプロトコル群のうち,実装済みと実装予定のモジュールおよびそれぞれの機能を示す｡

区別 モジュール名称 機 能

実
装
漬
み

lP 】nte｢netProtocol lPアドレス管理

TCP TransmissionControIProtocol コネクション形データ転送管理

UDP Use｢Datag｢amP｢otocol コネクションレス形データ転送管理
ARP AddressReso】リーionProtocol lPアドレスから物理アドレスを通達

lCMP hte｢netCont｢oIMessageP｢otocol 伝送状況,エラーの通達

実
装
予
定

RARP ReverseAddressResolutionProtocol 物理アドレスからIPアドレスを通達

B00TP Bootst｢apP｢otocol 装置起動プログラム転送

DHCP DynamicHostConfigu｢ationProtocol lPアドレスの動的供与

FTP Fi】eT｢ansferProtocol ファイルの転送管理

考えである｡

すでに実装しているプロトコルを表1の上段に示す｡

′rCPやIPのほかに,UDP,ARP,およびICMPを加え,

計五つを実装した｡

表1卜段にホす,今後実装する予定のプロトコルは,

主にネットワーク上にあるIPアドレスの割り当てを行う

サーバから動的にIPアドレスを獲得するためのプロトコ

ル群である｡

なお,このシステムのIPアドレスとサブネットマスク

では,シリアルポート経由で設定した値を,システム内

蔵のフラッシュメモリに記憶するようにしている｡

3.4 ネットワークカードドライバ

下記の3種類のネットワーク カードドライバを作成し

て,二つの異なるネットワークと接続できるようにした｡

これらのネットワークカードは,すべてコンピュータ用

周辺機器として購人できるものである｡

(1)有線接続:LANカードドライバ

(2)無線接続:無線LANカードドライバ,PHSカードド

ライバ

おわりに

ここでは,口克製作所が開発した,ネットワークを介

して動画を配信するカメラシステムとアプリケーション

ソフトウェアについて述べた｡

ネットワークによる映像配信サービスは,米国ではす

でに事業が始まっており,わが国でも,遠からずこの〟

向に進むものと思われる｡バンド幅がネックになるので,

直ちに完ぺきな動l叫像というわけにはいかないが,例え

ば,′トさな動画像と大きな静止画像の組合せのようなく

ふうを収り入れることにより,早期事業化を目指してい

く考えである｡考えられるん占用システムの一例を表2に

示す｡
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